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期数 入処（校）年月 卒業年月 人員 備 考
第 1 期 1932年12月23日 1933年 3 月18日 85 主として下士官，兵より
第 2 期 1933年10月 1 日 1933年10月31日 54 靖安軍出身者
第 3 期 1934年 3 月10日 1934年 8 月10日 339 主として幹候少尉〔ママ〕
第 4 期 1935年 2 月 1 日 1935年 9 月 1 日 371 同上
第 5 期 1936年 1936年11月26日 265 同上
第 6 期 1937年 1 月27日 1937年12月27日 163 同上
第 7 期 1938年 1938年 109 同上
第 8 期 1939年 1939年 28 戌種とし日軍より転入
第 9 期 1940年 1940年 113 同上






































































































出典「陸軍軍官学校令」（1939年 3 月10日，「兵役法施行令第100条第 3 号の規定に依る学校認定の件」，『大
日記甲輯昭和15年』防衛省防衛研究所蔵，JACAR : C01001795800），「御署名原本・昭和13年・勅令
第744号・陸軍士官学校令中改正」（1938年12月，国立公文書館蔵，JACAR : A03022242200），「陸軍
予科士官学校令」（1937年 4 月，高野邦夫編『近代日本軍隊教育史料集成・第 5 巻』柏書房，2004年，
240頁所収），「御署名原本・昭和12年・勅令第567号・陸軍予科士官学校令中改正」（1937年 9 月30日，
国立公文書館蔵，JACAR : A03022135900），「陸軍歩兵学校令」（1936年 7 月改正，「陸軍歩兵学校令






























































































































































1. 倫理，2. 論理，3. 作文，4. 歴史，5. 数学，
6. 物理及化学，7. 地学，8. 図学，9. 日満事
情，10. 語学
1. 倫理，2. 論理，3. 作文，4. 本邦史，5. 外
国史，6. 数学，7. 物理，8. 化学，9. 地学，
10. 図画，11. 外国語，12. 修身，13. 心理，
14. 国語，15. 漢文
軍事学
1. 軍制学，2. 兵器学，3. 交通学，4. 地形学，
5. 衛生学，6. 馬学





















1. 戦術学，2. 戦史，3. 軍制学，4. 兵器学，
5. 射撃学，6. 航空学，7. 築城学，8. 交通学，
9. 軍隊教育，10. 軍隊経理
1. 戦術学，2. 戦史，3. 軍制学，4. 兵器学，
5. 射撃学，6. 航空学，7. 築城学，8. 交通学，
9. 軍隊教育，10. 衛生学
普通学
1. 一般教育，2. 法制経済学，3. 治安問題，
4. 民族問題，5. 語学








出典「陸軍軍官学校教育綱領」（1939年 4 月 1 日，前掲「兵役法施行令第100条第 3 号の規定に依る学校認
定の件」），「陸軍予科士官学校教育綱領」（1937年 4 月，前掲『近代日本軍隊教育史料集成・第 5 巻』，




















































1. 修身，2. 倫理，3. 心理，4. 教育，5. 日語，
6. 満語，7. 論理，8. 作文，9. 歴史（東洋・西
洋），10. 数学，11. 物理，12. 化学，13. 地学，
14. 法制，15. 経済，16. 図学，17. 語学
1. 修身，2. 倫理，3. 心理，4. 教育，5. 国語，
6. 漢文，7. 論理，8. 作文，9. 歴史（本邦史・
外国史），10. 数学，11. 物理，12. 化学，13. 地
学，14. 法制経済，15. 図画，16. 外国語



















































































( 1 ) 吉田裕「軍事支配（1）満州事変期」，浅田喬二・小林英夫編『日本帝国主義の満洲支配』（時潮社，1986
年），110頁。
( 2 ) 同前，160頁。
( 3 ) 山田朗「軍事支配（2）日中戦争・太平洋戦争期」，前掲『日本帝国主義の満洲支配』，196頁。
( 4 ) 傅大中『偽満洲国軍簡史』（吉林文史出版社，1999年）第18章参照。傅は主に部隊編成，組織変化の面か
ら論じている。
( 5 ) 及川6英「満洲国軍と国兵法」，『歴史学研究』921号（2014年 8 月），29頁。
( 6 ) 最近の研究として，及川琢英「『満洲国軍』創設と『満系』軍官および日系軍事顧問の出自・背景」（『史学
雑誌』125巻 9 号，2016年 9 月），松野誠也「関東軍と満洲国軍」（『歴史学研究』949号，2016年10月）も
ある。





( 8 ) 満洲国軍刊行委員会『満洲国軍』（蘭星会，1970年），3 頁。
( 9 ) 多田駿「満洲国軍状況報告」（1932年 9 月13日），3 頁。『昭和7年 満密大日記 14冊の内其11』（防衛省
防衛研究所蔵）所収，JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C01002817200。
(10) 満洲国軍政部顧問部「全満匪賊情勢判断」（1933年 4 月 1 日），第 1・一般的考察。『昭和 8 年 満密大日記
24冊の内其10』（防衛省防衛研究所蔵）所収，JACAR:C01002864600。
(11) 佐々木到一『満洲国軍健軍秘史 建軍編 分冊其の 3』（1943年 5 月 3 日，防衛省防衛研究所蔵），第 1 章
第 3 節其 1。
(12) 同前。
(13) 佐々木到一『ある軍人の自伝』（勁草書房，1967年），234頁。







(17) 前掲『満洲国軍健軍秘史 建軍編 分冊其の 3』，第 1 章第 3 節其 1。
(18) 同前，第 2 章第 2 節。このような議論は後にもなされた。軍事顧問部は，前掲『鉄心』1940年 4・5 月号
の「満軍強化の必要に就いて」で，「日本軍のみで国防力は」完璧ではないと説いている。
(19) 前掲『満洲国軍健軍秘史 建軍編 分冊其の 3』，第 1 章第 3 節其 1。
(20) 前掲「満洲国軍状況報告」，8 頁。JACAR:C01002817200。なお，「別紙」の参照資料は現存していない。
(21) 同前。
(22) 多田駿「満洲国軍政指導状況報告」（1933年 8 月24日），18頁。『昭和 8 年 満密大日記 24冊の内其18』
（防衛省防衛研究所蔵）所収，JACAR:C01002918600。

















(35) 前掲「満洲国軍政の指導」，2 頁。JACAR Ref.C13010028000。
(36) 前掲『満洲国軍』，79頁。
(37) 前掲「満洲国軍政指導状況報告」，17頁。JACAR:C01002918600。
(38) 初期，教育期間は相当ばらつきがあったが，長くても 6 ヵ月間を超えなかった。軍政部顧問部『満洲国軍
の現況』（1935年12月），附表第 7。『昭和11年 陸満密綴 1.30～3.18』（防衛省防衛研究所蔵），
JACAR:C01003097800。なお，上記の教育期間は中訓での教育期間のみで，教導隊での教育期間と隊付期
間を含んでいない。









生（満）の募集要項によると，第 5 期（1936年度）と第 6 期（1937年度）の教育期間は 1 年半で，中訓で
の教育だけでも 1 年間に延ばされた。第 7 期（1938年度）から，更に中訓での教育は 1 年半に，総教育期
――
間は 2 年間になった。満洲国『政府公報』第580号（1936年 2 月26日，JACAR:A06031000100），第784号




(47) 治安部参謀司調「建国以降（自大同元年 3 月至康徳 8 年 4 月末）満洲国内匪賊統計表」（1941年 5 月），関













(55) 満洲国軍事部『陸軍軍官学校予科生徒志願者の参考』（1943年10月），7～8 頁（同徳台 6 期生会『北辰・同
徳台第 6 期生史』同会，1992年，20頁所収）。なお，中訓の設立年は誤植の恐れがある。
(56) 満洲国勅令第347号「陸軍軍官学校令改正の件」，満洲国『政府公報』第2001号（1940年12月24日），『満洲




(58) 治安部『満洲国将校生徒志願者の為に』（1939年 8 月），7～9 頁。「満洲国軍官（軍需）学校予科生徒募集
に関する件」，『昭和14年 満受大日記 第19号』（防衛省防衛研究所蔵）所収，JACAR:C01007456000。
(59) 前掲『陸士・海兵・防衛大の教育史論』，140頁。
(60) 満洲国治安部「陸軍軍官生徒志願者須知」，満洲国『政府公報』第2402号（1942年 5 月20日），『満洲国政























(73) 満系軍官候補生第 7 期生，第 8 期，第 9 期募集公告による。前掲満洲国『政府公報』第1121号，第1326号
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11年 9～10月』（遼瀋書社，1990年）所収。
(89)「陸軍士官学校教育綱領」（教庶第632号，1937年 4 月 7 日），高野邦夫編『近代日本軍隊教育史料集成・第
5 巻』（柏書房，2004年），159頁所収。
(90) 前掲「陸軍軍官学校教育綱領」，JACAR:C01001795800。
(91) 前掲「偽満軍的内幕」，403頁。
(92) 高橋正則『決戦満洲国の全貌』（山海堂出版部，1943），67頁。
(93) 吉林省地方志編纂委員会『吉林省志・巻十四・軍事志』（吉林人民出版社，1996年），54頁。
(94) 前掲『偽満洲国軍簡史』，第18章参照。
